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個体群を管理単位とした生産支援システムの提案
°星岳彦＇・林泰正 2・古在豊樹 J(1東海大開発工 2（株）イー ・エス・ディ 3千葉大園芸）
はじめに近年の植物施設生産は大規模化が進み、ひとつの施設で極めて大量の植物が生産されるようになってきている。この
結果、単一品目を一括生産すると需要が追いつかず価格低下をもたらす危険性がある。そこで、連続的に生産できるように、栽培
ステージをずらしたり、複数品目を生産したりするなどの対策が必要になる。一方、施設空間が大きくなると、施設を区切ったり、
配風ダクトを多数設けたりするなど、植物の収容量を減らすような対策を取らずに、その空間を均ーに環境制御することは困難に
なってくる。そうなると、施設全体の生産量が多いために、環境分布の偏りによって生じる不良品の絶対量も無視できなくなってく
る。さらに、生産物の品質を管理し、生産物の品質保証を通じて付加価値を高めるためには、個々の生産物が履歴した環境や栽
培管理を詳細に記録しておく必要がある。しかし、現在の植物施設生産では、畜産と異なって、施設空間に対する管理が主体で
あり、植物の個体群または個体レベルの管理を行う発想ぱ、ごく一部の特殊な作物を除いて、皆無に等しい。これは、生産物の単
価が低く、このような管理法の導入によって増大する人件費を賄うことが困難であることが主な理由である。しかし、今後の情報技
術の進展に伴って、コンピュータを用いた個体群を管理単位とした生産支援システムを導入することによって、コスト的に実現可
能な領域に入ってくることが予想される。将来を見越して、これらの問題を解決するため、自律分散制御方式の生産支援システム
の提案を行い、その可能性について検討した結果について報告する。
システムの設計思想および具備条件これまでは、施設を環境制御し、生産者や機器が植物を栽培管理する、という考え方でシ
ステムが設計されていた。この場合、植物は、単なる意思の無い受動的な施設収容物であり、植物にどのような処僅が適当である
かは、生産者の自己判断に全て委ねられていた。そこで、この発想を転換し、植物は自ら好む環境に移動し、生産者や機器に対
して自ら栽培管理のサービスを要求する動物のような存在になると考えた。植物は個体ごとに独立しているので、それぞれの要
求は個別にならざるを得ず、このためには、これまでのような施設を単位とした考え方では限界があり、植物個体、それが困難で
あれば、互いに近接した複数の個体をまとめた個体群を最小単位として生産システムを考える必要が出てくる。そこで、このような
生産支援システムの方式を植物個体群自律分散制御方式の生産支援システム（以下、自律分散制御システム）と名づけた。自律・
分散制御システムでは、植物個体群がそれぞれ(I)自己の成長度（品質）、（2）生産計画（期日）、（3）資金、(4)サービスの要求を持つ
必要がある。 (I)を求めるために、環境と栽培管理などの履歴を用いる成長モデル、または、成長度の生体計測値を持つ必要があ
る。さらに、成長度（品質）、生産期日、消貴コストの 3つの異なった尺度の要因から、一意の(4)を求めるための評価関数が必要に
なる。この目的で、満足度という概念を必要とする。すなわち、現在の要因に対する満足の度合いを数値で表し、この数値の低い
植物個体群ほど、（4）が強くなり、機器や生産者に対する呼びかけが大きくなるとしt:,さらに、植物個体群に対する機器や生産者
の対応も、サービスの内容と代価を提示するものとした。これらの仕組みによって、要求やサービスの提供が競合した場合の解消
を図ると共に、市場原理が創出される。これらの条件のもとで、具体的な自律分散制御システムを想定した。
結果およぴ考察図がセルトレイ苗の施設生産を想定した自律分散制御システムの概念である。この場合は、セルトレイに、自律
分散協調ユニットと呼ばれるシリコンチップを貼付し、必要な機能を搭載する。チップは無線などを使用して、セルトレイ移動機器、
環境計測制御システム、他のセルトレイと情報通信可能にする。現時点では、SIMMサイズからボタン電池サイズで、温度センサ
などが添付されたハードウェアの原価が1万円程度である。しかし、将来的には、自律分散協調ユニットのハードウェアとして導入ごこ：ま可：ロニこ、なごノ竺；；二ごご：員鼻白記塁韮五如»’参[〗,§ 〗[［［i；律；：てし在/:ロコロ〗プ験／： ［ 回→ー』
?
自律分散制御システムの概念図
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